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【祖父江地区①】 

課題１：ごみ出し 

項 目 意 見 

①家の前まで 【市】 

・各家の近くまでゴミを集めに来てもらう。 

・家の前まで集車に来てもらいたい。 

・家の前までゴミの収集車に来てほしい。 

②ご近所で 【市】 

・集積場を分散してなるべく自宅前。 

【地域】 

・近くの人が手伝う。 

③小さい車で 【市】 

・大きな車が入れない道路はコンパクトな車等で、大きな収集場所へ集める

等。 

・狭い道は小さい車を使う方法もあるのか。 

課題２：後継者問題 

項 目 意 見 

①役員のなり手 ・町内会などの役員のなり手。 

・町内会などの役員のなり手がいない。 

         ↓ 

【地域】 

・行事の開催は土日に変更する。 

・行事の簡素化（休日に変更）。 

②買い物 ・買い物    【市】・コミュニティバスは曜日ごとに回る地区を変える。 

・買い物    【企業】・移動スーパーに来てもらう。 

③独居 ・空家の庭の木。 

・災害時の避難。 

・孤独死の問題。 

④未来 【市・企業】 

・交通の便をよくする。→若い人が住みやすくなるように。 

【市・企業】 

・高齢者もスマホを使いこなせるように。 

 

  

→ 
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【祖父江地区②】 

課題１：移動（買い物・通院） 

項 目 意 見 

①地域の声 ・希望者を区長がまとめる。 

・老人ホーム等へ依頼する（補助金支給）。 

【地域】 

・買い物：スーパーの出張販売を依頼する。 

・病院等はできる限り病院のバスを利用。 

【市民】 

・買い物に関しては、できるだけ声をかけて助ける（一緒に行くか買ってき

てあげる）。 

    ↓働きかけ↓          ↑支援↑ 

【小売店】             【行政】 

・宅配で買い物ができる        ・お迎え車 

ようにする。           【２層協議会・社協】 

・出張販売で買い物ができる      ・乗り合いタクシーのシステム 

ようにする。集合住宅や        をつくる。 

団地で開催。 

②地域・ボランティ

アでシステム作り 

・体はボランティアでいいが実費はどうなるか？（ガソリン等） 

・自発的ボランティア。 

・ex.コミュニティバスの利用者。高齢者のバスへの乗降時の介助。 

①利用者が相互にする。市職員またはボランティアです。 

・事前の自己申請でマッチングさせる。 

【ボランティアに来る人】 

・週何回と決めて呼びかける。 

             ↓支援 

・行政か委嘱者を選ぶ（市退職者等）。 

・給与（手当）を予算化する。 

・車両の手当は行政が行う。 

・希望者（乗車）は本人が申し出る。 
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課題２：他人との交流 

項 目 意 見 

①まずはあいさつ ・まず、あいさつ運動から。 

②居場所づくり ・区長が中心となり、サロン等を公民館で行う。 

・カラオケ等を行い、人を集める行動を。 

・老人クラブ等で行う。 

・民生委員等の一般家庭でお茶会。 

【市民】 

・サロンの発足。 

・身近な交流から。 

【各団体等】 

・参加したくなる行事。 

【市・住民】 

・サロンを増やす・ 

【声かけのみ市か社協】 

・多世代が参加可能な子ども食堂のような場所をつくる。 

③指導者の発掘 ・指導者の発掘。 

・公民館のバリアフリー化。 

④声かけ ・散歩途中、声をかける。あいさつ等。 

・自ら心を開き、人々に声かけ。 

【同級生・知り合い】 

・交流に参加しない人に参加することを呼びかけ。 

【市民】 

・積極的に声をかけて一緒にお茶や買い物に行く。何かの行事に誘う。 

⑤団体間の交流 ・オール祖父江（老人クラブ、まちづくり、区長会、子ども会など）で取り組

む。 

・三世代の交流をもっと積極的に行う。 
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【平和地区①】 

課題１：他人との交流 

他人との交流で災害時も安心 

項 目 意 見 

ステップ① ・あいさつ 

・一番近い隣の人に声かけをする。 

・家に閉じこもらなく外に多く出る。 

・自宅内に遊びに行く。 

【地域住民・企業】 

・日常のお声がけ 

ステップ② ・気のあった人をつくる。小グループつくり。 

・家の庭で花等作り。近所の人と話す機会を 

つくる、増やす。 

【民生・包括】 

・独居、高齢者世帯の訪問（住民も含め）。 

ステップ③ ・サロンなどへの参加。 

・老人会、サロン等への参加。 

・サロンに参加するように勧める。 

・サロン程大げさではなく地域の集会場へ 

集まれるきっかけを考える。 

・老人部の活動を皆で勧める。 

       ↓ 

・困ったことがあったら他人に助けを言う。 

・【社協・企業】 

・地域の方と社協の方の情報交換（他人との交流・見守り） 

       ↓ 

・日常的に避難についての会話（サロン・コミュニティスペース） 

・企業の協力 

       ↑ 

地域住民を守るために！！ 

【市・社協】 

・民生委員、区長さんの災害時のマニュアル作成。 

【地域住民】 

・災害時の安否確認方法の統一。 

 

 

  

→ 

【社協】 

・サロンの勉強。 

     ↓ 

・集まりの場の充実。 

【住民・包括】 

・平和町全体でのサロン。 

（介護予防教室） 
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課題２：災害時の避難 

項 目 意 見 

①災害の前に ・誰が求めているか把握する。 

・家族の人数を地域の人に知ってもらう。 

・地区で個々の健康状態を把握する。 

・避難場所を常に知っておく。 

・機会があれば誰と連携できるか話し合う（道端会議で）。 

・自分の命は自分で守ることを皆でいつも話し合う。 

【市、区長】 

・避難場所、ルートの確認、住民周知。 

           ↓ 

②心の準備 ・対象の方に何かあった時は、まず連絡すると伝えておく（日頃、平常時に）。 

・災害時、自分に何ができるか考える。 

・声をかけ合い、一人で行動しない。 
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【平和地区②】 

100 年先まで…住みやすい町 

課題１：人と人のつながり 

項 目 意 見 

①グループ・団

体・組織 

・人とのつながり。 

・シルバー人材。引退された方でも得意なことを活かし（庭造り、障子貼りなど）、 

頼める所をつくる。 

・老人クラブに入会。 

②地域 ・近隣同士の声かけ。 

・サロン活動、イベントなどで人集め。 

③私 ・顔を 10～20 年先まで、声かけ 10～20 年先まで住民一人ひとり。 

・自分から声をかける。 

つながりができると 

    ↓ 

・見守り    ・①通院     ・介護疲れやストレス 

・見守り     ②庭の手入れ  ・ごみ出し 

・孤独死の問題 

・高齢者世帯の生活困難。軽作業。台風でトイが外れた等、片方が病気になった時の対応。 

課題２：災害時の避難 

項 目 意 見 

①共助 ・区会での備品を用意。 

・コンビニに AED を設置。 

・地域で防災訓練。 

②自助 ・耐震予防。 

③公助 ・備蓄用品の予算。 

④その他 ・避けられない災害。本当にその時が来たらどうするか真剣に考えているか。 

具体的にそれぞれ覚悟があるか。 

・災害時の避難（連携）。 
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【平和地区】 

課題１：他人との交流 

他人との交流で災害時も安心 

項 目 意 見 

ステップ① ・あいさつ 

・一番近い隣の人に声かけをする。 

・家に閉じこもらなく外に多く出る。 

・自宅内に遊びに行く。 

【地域住民・企業】 

・日常のお声がけ 

ステップ② ・気のあった人をつくる。小グループつくり。 

・家の庭で花等作り。近所の人と話す機会を 

つくる、増やす。 

【民生・包括】 

・独居、高齢者世帯の訪問（住民も含め）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


